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r三 IM学会雑誌i 69巷 8 号 (1976#12月）

とo
< 5 ) 本研究全般が，主として，アメリカのま業組織 

論及びスモ一ル，ビジネス研究に開するIS大な最 

新の調3^資 料 （ア力デミズムからビジネス. づネッジ 

メントのレペルに至るまで)， さらには, 佐藤君y 激 

による精力的なフィ一ルド.ワークの詔成果の上 

に立って行われたものであり, しかも，この種ア 

メリ力のデータ力' ; , さき問題意識のもとに分析 ’ • 

されたのは，本研究をもって嗔矢とするものであ 

ること。

( 6 ) 佐藤君の問題意識の底には，やはり， 0 本の中 

小企榮問題の特賞への強い関心があったものと思 

/ われる力‘;，そこからまちに，当該問題についての 

日米]t 较といった方向に進まず，むしタ，寡占経 

済の，最も成熟したアメリ力の現突に即した理論化， 

一般化を試み，それによって，日本の間題をも照 

射し得る理ま命的フレーム*ワークの構築につとめ 

すここと。 .

メリットは，ほぽ以上のごとくであるが，勿論，問 

.權が皆無というわけではない。’というめは，本研究か， 

何分にも，マルクス経済学の中小企業論と，近代経済 

学の寡占理論 . 産業組織論との，双方の嶺域にわたる 

斬新なものであるだけに，既存の研究スタイルを尊重 

する立場からは，当然，疑問乃至反論の出ることがす 

想されるからである。

例とぱ，マルクス経済学の4^小企業論からは，総体 

としての生産関係の分析(いわぱ，搏取と収菊の構造分析） 

'であるべき中小企業論が，市場構造.市場行動といっ 

たミクロの市場メカニズムの分折に域少化され，さら 

にそれが，市場成果の問題に係わる産業組織政策0 提 

唱という帰結に導かれるとするならぱ，これは，まさ 

に，ャルクス主義的な现狀分析の样辑みから，大きく 

;免脱したものである， という批判が出ることは否めま

( [ニ!&橫造j の狂在）についても，. 中 小 企 業 題 ）に 

对する産業組織政策が，現実に有効なものとなるには，

1■現代的二重構造J の間題（寡占对非露占の関係う.とと 

もに，い わ ぱ 「ロ本的な，企業的なニfit構造J の侧丽 

(階層的.差別的なタテ揺造) , そして雨者の重合性を，十 

分に分析する必耍もあると思われる。こうした間題点 

については，.佐藤君自身，今後の研究课題として残し 

たニつの間題—— (1)中小企業の競#•が労働者に及は’す

敏響，（2)中小企業の体制的な被収奪の間題'------に対し

て，本研究の分析祝免がどのような成果を生むか，そ 

のC、かんが何よりの回答とな:るであろう。

ともあれ，中小企業問題の現まがいよいよ国際化し 

つつある今日，とかく孤立的な低迷状況にあった「日 

本的中小企業論•！（とくに，経済構造サ析としての） が，

本研究により，ま業組織識的な手法を通じて，国際的 

に通用し得る形に整理され休系化されはじめたこと 

は, わが国ホ小企業研究にとって画期的.なととであり， 

学位論文として，千分適格のものと認める次第であ

る。
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T華橋資本の形成過舞J

また，近代経済学の理論体系からすれば，非ぽciミセ 
.ク，ターの分析が，一*觅，産業組織論的な柴いをこらし 

ているようではあっても, 結局，マルクス主義の博:取 

. 収痛論に☆ 脚するものである限り，それは，異質の 

.理論を抱え込んだ^ 餘の析爽論にはかならない（例え 

ぱ激対# ⑨の取扱い力に，これまで，独占資本対中小企 

，業という概念の立て力をしてまたマルクス主義めな究想がう 

かがわれるt いうことになろう）》 とする評-価が下される

かも知れない。

あるいは, また，政策提言の前提となる現状認識

内 容 の 要 旨

r華德資本の形成過程J
率 国 卿

いま, 全世界に住む華儒および華裔（華儘の子孫）の 

総数は2 千方人を超える。力、れらは，五大州のはとん 

どあらゆる地域にひろがっているが， 服者ないしは 

械民者として，それらの地城に波ゥたのではない。' 長 

い歴史め期問に，あるときは政変に迫われた亡命者と 

して，またあるときは飢餓に迫られた難民として，さ 

らにあるときは , 欧米植民地ま;BE者に狩り出された 

rものいう家畜j として與鄉の地に渡り♦ 1̂ 1らの額に
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汗してお天地を切り開いてきたのであった。そして今 

日，華橋あるいは華まが， 国の政治 ‘ 経 済 ，文化な 

ど 、ろんな分野で指導的な役割をはたしている事例は 

枚挙にいとまがないはどである。

. ところが，今 年 （I975年）春いらい，彼らは重大な 

運命の転機に直1®している。

それは，直接的には力ンボジア，南べトナム， ラオ 

スめ三国jにおける r解放勢力j の勝利によってひき起 

こされた，中国，北朝鮮，北ベトナムにっづぃて，新

学位授与報告 -

このように華橋と不可分の相互依在関係にあるjjれ報 

アジア諾圍が，ほ5c治的地殼变動j とも呼ぶベき激動 

のさなかにあることは，華键にとって，より深刻な試 

練をIB大な選択を迫るものとなっている。たとえぱ， 

南ぺトナム，力ンボジア‘ラオスに住む二百数十方人 

の華筒および華商は，好むと好まざるとにかがわらず,. 
社会義体制への順応を要求されており , また，北ま 

政府と圓交を樹* したャレ一シア.タイ；プィリピン 

の華橋は， r祖国J として社会主義の中国を速ぶか,そ

たにイントシナの三国が社会主義陣営に加わるかうれとも居住国の謝 I を望むかの二割かを迫られてい

ISUT7 め マ パ ク き K J  v.̂  A OT> A TlT y-4チ+  —  ̂ > . . . . ：.事態は，周辺のアジア諸国，とくにA SEA N  (鬼两ア 

ジア諸国連合）の五力国に深刻な衝填を与え， マ レ ー シ 

ア，フィリピン，タイの国が相ついで北京政府との 

© 交海立にふみきるなど，新事態に対応するバランス 

，才プ . バワ一の設定をめぐって，JlOtぎアジアは新た 

な激動期に突入したのヤある。

このような東南アジアの激動が，華儲の運命に重大 

なかかわりをもつという理由は，. なによりもまず,.華 

饒の圧制的大多数力';この東南アジアに'集中している， 

という点にある。

すなわち, 国 府 （台湾）儒務委員会の推定にもとづ 

く全世界の華隱•華人.華裔の総数2 ,100万余人（1973 

年末現在） のうち，アジア州に住むものは , 約 2,000  
万 人 （95パーセント）， そのうち , イ ン ド /シ ナ 三国, 

A S E A N 五力国および' ビルマの九力国に約1 ,550万人 

か集中しているのである。もし，香港.マカオは本来 

中® の領土であるから，とこに住む華人約430 万人は 

華購としてあつかうべきではない，という主張に従へ 

ならぱ,東南アジア九力国に住む華隨および華裔の数 

は lit界総数の93パ一セントにも達するa {南アジア華 

橋の動向が，華•橋問題のなかでいかに大ぎな比重を占 

め.ているかは，こうした数字をみるだけでも明白であ 

ろう。 ■

る。もともと東南アジア華橋の大多数が, 商業を主，体. 

とする資本主義的な経资活動によって，今日の地位を 

築きあげたことを考えれば, かれらは，，，体質的"にネ上 

会主義とは相容れないはずだが, では, 居住国の■籍 

を選択した思合，はたして原住民族となんら達別され 

ることのない「SI民としての権利J がf e i iされている 

かという点になると，とごでもまだ間題は多い。

もともと，こうじた試練と選択は第二次大戦の終結 

後，中国本土に社会主義政権が生まれ，柬南アジア諸- 

国が， 相ついで独立をはたした時点から，す で 提 起  

されていた課題であり，それらがインドシナの新事態’ 

によって，一拳に-のっぴきならないところまで迫いつ 

められたのであ--̂ た。

本論文は，このような試練の嵐のなかにある東南ア 

ジア華橋の実熊，とくに華饒資本め形成過程を，愿史 

'的な事英と斜学的な視点にもとづいて分析しそこ力、.,  

ら，将来への進路を探求しようと試みたものである。

本文は大きく三つの章に分けた。

第一-享の, r問題提起j では，広く世界における華億 

の地位と，華橋が直面している簡填の位置づけを行な ' 

うことによって， r華傷問題J の重要性を指摘した。

第一‘節 の 「序説J では, 華儒のIS生と沿卑:を概観し,. 
第二節では r華億がI t而している問題J ，とく に , 第

たか, それ以上に重大な問題は，束南アジアにおけ二次大戦後の民族主義との矛盾に焦点を合わせ,第二 

る華饒の歴史的な発展過程'が，他の諾地域とは本質的節の r世界にとっての華倚問題J では,とくに東南アジ 

に異なっており，その紹果として，現在 の 東 南 ア ジ ア ，プ諸国で華備資本がはたしている役割と，華.億資本自 

fi胸における華にパ雜人 ’ 華裔を含む）の政治的 . 経済体に内包される矛盾を考察し，第四節では，華億が奸 

的な役割がきわめて大きいということである。なかでむと好まざるとにかかわらず，居’住■国民として定 

も, 策南アジア各® で，主要都市から農山漁村にかけ着しつつある現在 , . r華簾J 'という用語はいかに定敦 

て♦ 血省のよ.う,にはりめ.ぐ.らされた華隨の集荷 . 配給づけられるぺきかという点に_ついて搏検討.を加.:、..た 

網と，そうした商業活動を軸にして蓄斯され, 各 種 産 第 二 章 の [華橋資本の形成過程j は，本論すの主体: 

業の麟に投資されている華髓資本の役割は，東 南 ア を 成 す -部分で， アジナ猪国（ASEAN2：力国とイン 

’シア経済9 将来を左右するはどの胸ゆをもつにいたドシナ三国：> における華倚資本の形成過殺■ 状,，な 

ってい9 。 らびに，将谁へめ問題点について克明な分析を行な

' 125(733  ̂~ ——
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r三旧学会嚴誌」69卷 8 号 （197妳 I2月）

た。

第一*節 の 「総諭J では，坡南アジアにおける準備発 

展の鹿史をたどることによって，東南アジア詣国と華 

儒との密接な結びつき…一言いかえれば,,他の地城に 

おける華糖の発展過程と本質的に異なる特殊性—— を 

浮きぽりにするとともに，現在，娘南アジア華億が直 

面している諸raj題の性格を解明しようとしたものであ 

る。このため，華橋発展の歴史的区分についても，独 

自の時代区分とま現を用いてある。

そして, 第二節の各論で，東南アジア譜国にかける 

華簡経済発族の特質を概括したのち， A S E A N 耳力 

1 3とインドシナ三laの各国について，華儒資本の形成 

過程と現状，ならびに将来への問題点を分析している。

ここでは，まず各国ごとに華橋経済発展= 基本的特 

徵をとらえ，その:うえで，華憶資本形成の底史的な経 

過をたどり，さらに第二次大戦後から今日にいたる華 

橋資本の実務ふ，それぞれの111家経済のなかで，はた 

してきた役割を分析したのち,' 今後，華儒資本が現地 

の経済を廣に貢献しながら成長していくためには，ど 

のような努力と条件が必耍とされるか，という問題点 

を^^求したい9

第ぎ享の [華橋経済め展望j は，以上のような分析 

にもとづいて，華儘が今後進むべき方向を探求したも 

のである。 '

すなわち，第 一 節 I■激勒のなかの華儒_ !で，インド 

シ新情勢を中心とする東南アジア諸国の"政治的地 

殼変動" のなかで，華傭が直®している諸問題を指摘 

し，第二節の r体制変单への対応j で，否応なく社会 

主義体制への順応を迫られているインドシナ三国の華 

倚の将来を検討し，第三節の r現地化か独自性か丄で 

は , 華橋の国籍選釈，とくに，現她国籍:を取得して「華 

入J 化するための条件を考察した。をして，第 四 節 rエ 

業資本への脱皮.!で,華倚資本が体質的に内包している 

前k 代性からの脳却を論じ，最後の第五節で,このよ 

うな歴史的な試練を克服しようとしている2 ,0 0 0万華 

備のために，世界がどのような援助を行なうことがで 

き，また行なうべきであるかというAねこ言及した。

論 文 審 査 の 要 旨  •

本論文は，李国卿君が慶應義塾大学大学院経済学研 

究科博士課程在籍中から，山本登教授の指尊の下に班 

究にたずさわり，その後の研究生としてのおをふく 

め，はは’10年*の研究業辕の细大成である。との丧年に 

わたる収後資料の檢討の上になされた華儲資本形成の

歴史的人ロ地现的分析による体系的論述は，既往の華 

儒に関する諸研梵を凌駕するものがあると考えられる。 

論文の耍旨は別紙の通りであるが，特にユュクな特 

徵を示す論点を列挙す’ると次の如くである。

( 1 ) [華橋J 成 i t r ついての史的考察を迪じて，中 

国の厲人生義的国籍と現地の属地主義的国籍との 

二重の規定をうけながら生じた華儒問題の核心を 

理論的に措定し，かつ歴史的にさつの段階におけ 

るその展開を実証的に整理して「華橋_]概念を别 

块した。

( 2 ) [華儒資本J の前期的資本としての基本的性格 

と現地民生資本形成とのかかわりあいを明らかに 

し，それらと前近代的権力構造とのネオ立. 癒着の ’ 

分析を通じて，華倫資本形成め実体的メカニズム 

を解明した。同族結合，同業組合など幫の社会組 

織の経済的機能を確定することによりギルド的性 

格の資本蓄積機構とその前近代的限界が指摘され 

ることによって，華億経済が現地経済の資本主義 

的発展の中でどのような適応とその隅界をもつ 

力、が浮きぽりにされた。たとえぱ血緣的同族的な 

わく組での運営から近代的企業への華橋資本の参 

加が実現する過程, ' 二重構造（ハーシャン）の变イ匕 

に対応する罪橋資本の位置など。

( 3 ) 経济ナシa ナリズムの劫典（民族資本の発辰）と 

反華橋運動，華億の現地同化政策（華人化）にお 

いてみられる華儒のま質。第二次大戦後の東南ア 

ジア諸国における資本主義的発展は箸しく ,、また 

先進諸®の資本輸出を背景にした輪入代替工業の 

進展が激しい中で, 経済ナシg ナリムズは対外的 

にも対内的にも拡大し,反華儒運動は華儒同化政 

策を一つの方向づけとした。「華橋資本J 概念が 

成立の基盤を失い，当現地経済の資本機能に遺元 

される一般的条件が与え.られることとなる。また 

中華人民共和国の)k 立，現地社会経済の資本主義 

的近代化による華偶社会結合の紐帯の变化による.

「華鶴問題j の変質が，華橋社会内部からr華億J 

として存続しつづけるか同化するかという選択を 

迫るものともなる。同君は.と こに f■華儒J の鹿史 

'的性格を指摘する0

( 4 ) 上述の条件の下で華儒社会は階層分裂，分解を 

生ぜしめており, その数パーセントの華商,高級 

宜僚の財御イヒ（華人資本家肩）と労働者‘小商人一 

般 （多くの場合，華摘は耕地所有者になれないりで

は少ない）大みとに転化している。同化政策は，

1 2 6 ( 7 5 4 )
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現地経済の中で華橋という概念成立の基盤を消去 

してゆくので，资本主義経濟の発展>こ傅うたて割 

社会の刷壊と相俟って，華橋は華人として現地社 

会に吸収され, 外資，現地資本と合併の銀行*企 

業資本の担い手（例，タイの王室華满)，あるいは労 

•働者農民を主とする反体制的ュネルギ一のぜ盤 

(マレーシアの民主行動党）に分解していく （ぺトナ 

ムの例もあげられる)o ,

学位授4?•報告

本研5^はタイ, . シア， シ ン ガ ポ ー ル ,イ ン ド

ネシア , フ ィ リ ッ ピ ン ,イ ン ド シ ナ 三 国 に つ い て ， 豊 

富な資料， 特 に 本 人 が 華 橋 の 一 人 で あ る こ と か ら ， 日 

本 で 入 手 しm 、資 料 を 躯 使 し ， 更に流通過程における  

-fe期的資本回収か .ら，居 住 国 経 済 開 発 に 貢 献 す る 工 業  

化へ の 転 換 を 示 唆 す る な ‘ど， 華 人 社 会 内 部 の 階 級 对 な  

と矛盾激 化 解 消 の 方 向 づ け が 与 え ら れ て い る 。 ィンド 

シナニ a に つ 、X は’ 咋春のベトナム戦争終結‘による 

東南ア ジ ア の 市 場 の 変 化 も ふ ま え ， 華 橋 間 題 処 理 につ 

いて 中 国 人 と し て の 李 君 の 判 断 力 と 洞 察 力 は ， 再確認 

されるべきものがある。 ごれは， 同君の経歴が北京ナ  

学 で の 畔 gjp辦 麟 学 妊  

释 程 修 ァ (英修道教授指導：> , そ し て 同 経 済 学 研 究 科 博 土

課® 修 了 （山本登教授鯽）であるというととからメド 

るユニークな成果というこi ができる。 一 

n i l J查 を さ れ た 華 筒 問 題 の 権 威 ,內旧直作成城大学教 

授は，『引用した資料も正確であり，特に華儒資本の 

一形態としてのタイの赏僚資本の实i態分析は. 第三者 

にとつて窓易に窺知しえない内在的本質が俘ぴあげら 

れて華簾経済研究に大いに稗益するものがみられす 

その点V ictor Purcellの，【The Chinese in Southeast 
A sia*； (Oxford 1965) や国府億務委員会の暦年堯刊す 

る•■華備経済年鑑J の概観的な研究に: するものを 

補う内容ある労作で、あるJ と評されでいる。

以上により，本文に対して博士の学位を与えると -

ま た本審查の結果は，昭和51年 3 .月10日慶脾義塾大 

学大学院経済学研究科委員会（大熊■H'y5委員長）め席上 

で報告された。 （文貴経済学部教授平野狗子）
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